
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

－

達成状況

12組

－

・「おためしナガノ」参加組数（移住支援）：１２組
・「ときどきナガノ」参加者のうち、翌年度の「おためしナガノ」に応募した人数（「おためしナガノ」への誘導）：「ときどきナガノ」参加人数の
３割程度
・「おためしナガノ」参加組数のうち、県内に移住又は拠点開設した組数（県内への定住）：「おためしナガノ」参加組数の３割程度

区　　分（単位：千円） 27年度 28年度

5,230

補正予算

9,908 10,808

合計（A) 5,230

10,808

県内への定住 ５組

目標 成果

達成 －

12組 11組 未達成

－

Ｈ28 H29
目標

H27末

８組

６名 １名「おためしナガノ」への誘導

29年度

当初予算

10,808

成果目標の達成状況

項目 H26末

－移住支援

事業番号 07 02 03 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 ときどき＆おためしナガノ事業費 担
当
課

部局 産業労働部

課・局・室 創業・サービス産業振興室

1　活力のある商業・サービス業の振興 実施期間 H27 ～ H29

県が関与
する理由

県関与の必要性あり
【左記の説明、根拠法令等】

人口定着を図るため、県下全域を視野に検討していく必要がある。

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail service@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
1-5 地域の暮らしを支える産業振興

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施中

人口定着・
確かな暮ら
し実現総
合戦略

信州創生の基本方針 3-3 活力と循環の信州経済の創出

施策展開

3-(1)経済構造の転換

（イ）サービス産業の構築

イ　地域資源を活用した自立的な経済構造の構築

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H28事業実績
H28 H29

（当初） （決算） （当初）

県内ＩＴ産業振興の一環として、首都圏等からのＩＴを中心としたクリエイティブ人材や企業の移住・拠点開設の素地を作る。

首都圏等に集積するＩＴ人材・企業等が長野県内に移住・拠点開設する際に課題となるのは、住宅、オフィス、生活費、地元でのつながり、
相談先等がある。各段階で生じる課題を解決するため、関係者と連携した各種支援を行う必要がある。

合計 9,908 7,927

ときどき＆おためしナガノ 補助金

首都圏等のITを中心としたクリエイティブ人材や企業を
対象として、以下の場合に交通費・オフィス利用料等
の経費を補助
・おためしで県内に最長６か月、生活し、事業を行う
（「おためしナガノ」、県内移住・拠点開設の素地作り）
・ときどき本県に来て（1泊２日等）、泊まって、仕事をす
る（「ときどきナガノ」、来県機会の提供・「おためしナガ
ノ」への誘導）

9,908

9,908 9,661

5,230
３組

概　算
人件費

0.50 0.50 0.50

4,138

4,945 7,927

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

募集数を上回る応募がなされており、「おためし」終了後も長野県内に拠点を設置し続ける参加者も多い。
引き続き本事業を継続することで、首都圏等からのＩＴを中心としたクリエイティブ人材や企業の移住・拠点開設の素地を作っていく。

0 0 1,147
４組

7,927 10,808

目標に対
する成果
の状況

「おためしナガノ」は、27年度より７組増の12組（最大36名）の募集に対して21組38名から応募があった。選考の結果、目標の12組には1組
及ばず11組の採用となったが、約半年の「おためし」終了後、11組中5組が引き続き長野県内に拠点を設置し続けている（生活の本拠地を
県内としている者も多い）。
28年度からスタートした「ときどきナガノ」も、20名の募集数を大きく上回る50名の応募があり、29名を参加者として決定、うち１名が29年度
「おためしナガノ」へ応募するに至った。

 概算事業費（B（A）+C） 9,083 11,884 14,765

3,957 3,957

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越

未達成－
Aの
財源

9,908

mailto:service@pref.nagano.lg.jp

